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でも勤務して欲しいとのことで、8 月 31 日県庁を退職し 9
月 1 日から京都大学防災研究所附属鳥取観測所技術員とし
て働くことになった。 





昭和 42 年 3 月 31 日：鳥取県立鳥取工業高等学校電気科卒業 
昭和 42 年 7 月 10 日：鳥取県土木部建築課勤務臨時職員 
昭和 42 年 8 月 31 日：同退職 
昭和 42 年 9 月 1日：技術員（京都大学防災研究所附属鳥取微小地震観測所）勤務 
昭和 43 年 4 月 1日：防災研究所地殻変動部門に配置換 
昭和 45 年 4 月 1日：防災研究所附属鳥取微小地震観測所に配置換 
平成 2年 6月 8日：防災研究所附属地震予知研究センターに配置換・鳥取観測所 
平成 8年 5月 11 日：防災研究所技術室に配置換となり観測班主任に任命 
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平成 14 年 4 月 1日：技術室企画情報班企画運営掛長に昇任 
平成 19 年 4 月 1日：技術室企画情報班長に昇任 
平成 21 年 3 月 31 日：定年退職 




昭和 42 年、当時観測所（昭和 39 年創立）は鳥取市円護寺
公園墓地内の裏手少し小高いところに建っていた（写真 2）。






























1995 年 1 月 17 日未明に発生した兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）は神戸市を中心と
写真 4 元京大総長尾
池和夫初代助手と筆者
写真 5 鳥取観測所新館 
 
写真 3 観測所歴代助手 
- 45 - 
 




















3 者（国 2 箇所、県 2 箇所、市 3 箇所）が同時期に建てて下さったようで、早速県外からの
来訪者の方に道路案内標識が役立ったのである。多忙の中ではあったが、念願が叶ったこと
を知りとても嬉しかった。 
このように鳥取観測所の歴史は積み重ねられ、10 周年、20 周年、30 周年の時を経過し、












・テレメータシステム（14ch ペン書き、MT 記録方式） 
 1976 年 4月からはデジタイザーで読み取りミニコンピュータで震源決定および解析処理を
行うようになった。 
さらに、多里観測点、久米観測点が増設され、10 観測点による NTT 専用回線による地震観
写真 6 現在の鳥取観測所 
写真 7 道路案内標識（国道） 
 
写真 8 鳥取観測所創立 40 周年記念事業








2000 年以降、鳥取系の震源処理においては SATARN システ
ムが導入され、気象庁データ他と統合された地震波形デー
タを UNIX マシン上で win システムによって読み取し、高密
度高精度による震源決定解析処理を行うようになった。 






























写真 9 動物による断線 







































写真 12 日本海新聞掲載 
写真 11 新聞掲載 
写真 13 職場体験学習 

































時間は 3 時間から 5 時間位かかった。観測点の保守は朝、6
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松村先生とは西表群発地震発生後の臨時地震観測で一緒に仕事をした時の事が思い出に残







































写真 16 約 1mの積雪で埋まっ
た観測装置（大大特） 
写真 17 観測装置（紀州） 
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写真 18 大志万先生と筆者 
 
写真 19 フィリピン技術支援 
写真 20 台湾、観測坑井にお
ける精密水温観測 




























 宇治に配置換えとなり、通信 107 号から手がけ
現在 123 号発行（退職月に 124 号発行予定）まで
のお世話をした。企画情報班の松浦氏には発行に
関して絶大なるご協力をいただき感謝している。











写真 22 教員講義風景 








































 そんな中、防災研究所主催のボーリング大会にも参加した。結果は平成 17 年個人優勝、平
成 18 年個人準優勝、平成 19 年、第 4 位であった。年々順位は下がっていったが、まだまだ




写真 24 鳥取での交流会 





















 直接仕事は関係ないが、3 男の息子が小学校の頃、週休 2 日制が小学校に導入された。土
日の休日に地域ボランティアとしてスポーツなどを通して子供たちの健全育成を図って欲し















 この他に PTA 活動、子供会育成、地域青少年育成、鳥取市社会教育の役員などを受けて行
った。これらの地道な活動が評価されてか、1998 年 10 月に鳥取県教育委員会から一般個人
功労者として記念品と表彰状をいただいた（写真 28）。地域での活動で多く感謝状や表彰状
をいただいた中もっとも価値あるもので、人生の中で得た数少ない喜びのひとつではないだ
写真 27 鳥取、小学生卓球教室 
写真 28 鳥取県教育委員会表彰状 










































写真 29 宿舎での交流会 
写真 30 宿舎での女性交流会 
